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調査の目的
本レポート（および裏付けとなる一時調査）は、組織がエンドユーザーのアイデンティティを管理するために採用するテクノロジーと戦
略が、生産性、企業リスク、組織としての俊敏性に関連する成果に直接影響を与えるかどうか（また、どの程度影響を与えるのか）を
理解することを目的としています。

また、この調査では、組織がより優れた成果を実現するために採用すべき、実用的なベストプラクティスを明らかにするため、ワークフォー
スアイデンティティ管理に対して最も成熟したアプローチを使用している組織に共通する特徴を探ります。

注目すべき調査結果
ワークフォースアイデンティティの成熟度を高めている先進的
な組織は、ビジネスの成果実現で大きなメリットを得ていま
す。この傾向は、以下の調査結果に示されています。

ワークフォースアイデンティティの成熟度を高めている先進的な
組織は、セキュリティの成果実現で大きなメリットを得ています。
この傾向は、以下の調査結果に示されています。

3.9倍 3.4倍 

3.6倍 3.2倍 

「自社のアイデンティティソリューショ
ンは、ビジネスの俊敏性を促進して
いる」を選択した回答者数。

「自社のアイデンティティソリューショ
ンは、インシデント対応に大きく役
立っている」を選択した回答者数。

「自社のアイデンティティソリューショ
ンは、従業員の生産性を高めてい
る」を選択した回答者数。

「自社のアイデンティティソリューショ
ンは、脅威を大幅に緩和するのに役
立っている」を選択した回答者数。



今こそアイデンティティの成熟度を 
最大限に高めるべき理由
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ワークフォースアイデンティティ管理で組織が直面している課題。

ワークフォースアイデンティティの成熟度について、その概念と組織にとっての有用性を論じる
前に、組織が置かれている状況を理解することが重要です。 

TechTargetの調査部門である Enterprise Strategy Groupの調査によると、以下の 3つの明確
なトレンドが今日の市場で起こっています。これらが複合的な影響を生み出し、効果的で効率
的なワークフォースアイデンティティ管理の実現を複雑化させています。

1. 管理対象となるアイデンティティの増加：回答者の 83%は、今後 12か月間に自社の管理
下にあるアイデンティティが増加すると予想しています。一方、アイデンティティが減少する
と予想する組織は 21分の 1にとどまります。また、今日のアイデンティティ管理で組織が
直面する課題として、アイデンティティの増加が 2番目に多く挙げられています。 

2. クラウド導入の継続がもたらす複雑化：Enterprise Strategy Groupの調査によると、パブ
リッククラウドの導入は今後も続くと見込まれています。アプリケーションを新規に導入す
る際に、クラウドファーストのアプローチをとっている企業は 35%であるのに対し、オンプ
レミスファーストのアプローチをとっている企業は 16%です。また、アプリケーションの大
半をクラウドでホスティングしている企業の割合は、今後数年間で 17%から 27%へ増加す
る見込みです ¹。「パブリッククラウドの利用によって、自社のアイデンティティ管理が複雑
化した」と考える回答者が 73%に上ることからわかるとおり、アイデンティティに焦点を絞っ
て取り組んでいるチームにとって、このトレンドは問題を招いています。

3. リモートワークの継続：平均して、組織内の半数に上る従業員が、ハイブリッドワークま
たはリモートワークで勤務していると推定されます。回答者の 77%は、リモートワーク体
制を維持することでアイデンティティ管理が複雑化していると報告しています。

このような市場環境から、アイデンティティのプラクティスとテクノロジーの点検に本腰を入れ、
必要な措置を講じることが非常に重要となります。

¹ 出典：Enterprise Strategy Group Research Report、「2024 Technology Spending Intentions Survey」（2024年 2月）

アイデンティティの成熟度の重要性を裏付ける 
3つのトレンド



ワークフォースアイデンティティの
成熟度モデルの確立
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Oktaは、アイデンティティを通じてセキュリティとガバナンスを強化し、生
産性を高め、効率を向上させるための包括的なフレームワークを開発しま
した。 

Enterprise Strategy Groupは、このフレームワークが組織に導入される際
の有用性を検証するため、Oktaの成熟度モデルに沿って評価する調査を
準備し、フレームワークの原則をカテゴリ別の質問 8項目に置き換えまし
た。回答に基づいて、Oktaの成熟度モデルで提唱されるベストプラクティ
スに組織がどの程度合致しているかを判断できます。次に、ワークフォース
アイデンティティの成熟度別（全 4レベル）に回答者と所属組織を区分し
ました。組織は、成熟度の高い順に「戦略的」「先進的」「拡張中」「基
礎レベル」に分類されます。 

Enterprise Strategy Groupの分析では、アイデンティティの属性とプラクティ
スがどの程度成熟しているかがポイントで評価され、結果に応じて成熟度
ポイントが割り振られます（100点満点）。

評価では、以下の属性とプラクティスが考慮されます。

• 包括的なアイデンティティ戦略の有無（10点）

• シングルサインオン（SSO、10点）と多要素認証（MFA、10点）の導入範囲

• アダプティブ認証および /またはパスワードレス認証の使用（10点）

• ディレクトリサービスの連携（10点） 

• アイデンティティ/アクセス管理（IAM）ソリューションと主要ビジネスアプリケーションの統合（10点）

• アイデンティティ関連ワークフローの自動化（25点）

• アイデンティティガバナンス管理（IGA、7.5点）および特権アクセス管理（PAM、7.5点）ソリューションの
採用

ワークフォースアイデンティティの 
成熟度の現状

ワークフォースアイデンティティの
成熟度別の内訳 

成熟度の高まり

基礎レベルの組織 拡張中の組織 先進的組織 戦略的組織
30% 26% 24% 20%

全体としては、戦略的（81～ 100点）と評価された組織はわずか 20%でした。また、先進的（71～ 80点）
と評価された組織は 24%、拡張中（61～ 70点）と評価された組織は 26%、基礎レベル（60点以下）
と評価された組織は 30%でした。 

質問内容、回答の選択肢、関連する成熟度スコアの詳細については、後述の調査方法と回答者内訳、
成熟度モデルの詳細をご覧ください。

https://www.okta.com/jp/resources/whitepaper-a-comprehensive-guide-for-your-identity-maturity-journey/
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Oktaのワークフォースアイデンティティの成熟度モ
デルは、戦略、プロセス、アイデンティティソリューショ
ンにまたがる多面的なものとなります。戦略的と評
価された組織には、その他の組織と比較したときに
右に示す重要な特徴が見られます。

戦略的組織は、 
アイデンティティに関して 
包括的なアプローチを策定

している。

戦略的組織は、アイデンティティ 
ソリューションをより広範に 

（ソリューションの機能が多い）、 
より深く（対象とする環境の割合が 

高い）導入している。

戦略的組織は、エコシステムの 
統合とインテリジェントな自動化に

重点を置いている。 

ワークフォースアイデンティティの
成熟度のリーダーに見られる 
特徴とは？

これら 3つの組織的特徴を合わせて評価することで、
ワークフォースアイデンティティの成熟度モデルにお
ける位置付けが決まります。成熟度を高めようとする
組織は、何よりもまず、これらの原則に沿うよう努め
るべきです。

「 成熟度を高めようとする組織は、 
何よりもまず、これらの原則に沿うよう努めるべきである」
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戦略的レベルと評価された組織の 94%は、明確に定義されたテクノロジーロードマップ、
予算の見通し、経営幹部の承認を含む包括的なアイデンティティ戦略があると報告してい
ます。対照的に、その他の組織で同様に報告している割合は、先進的組織では 63%、拡
張中の組織では 39%、基礎レベルの組織ではわずか 21%にとどまります。

こうした戦略によって、アイデンティティの取り組みと包括的なビジネス目標との整合性が
確保されます。

• 予算の見通しが明確であることによって、効果的なリソース配分が可能となり、重要な
アイデンティティ能力に十分な資金が確保されます。 

• 経営幹部の承認は、ステークホルダーの関与と部門を超えた協力関係を促進する上で
役立ちます。また、組織の最高レベルで優先される包括的なビジネス戦略に対して、ア
イデンティティ戦略を整合させるためにも有用です。

明確に定義され、将来を見据えた、アイデンティティソリューション関連のテクノロジーロー
ドマップを役立てることで、組織の将来のニーズに対して、導入したコントロールで確実
に対応できるようになります。 

戦略的組織は、アイデンティティに関して 
包括的なアプローチを策定している

貴社のアイデンティティ戦略はどれに該当しますか？

基礎レベルの組織

先進的組織

拡張中の組織

戦略的組織
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戦略的組織は、複数のアイデンティティ能力をより完全な形で採用している割
合が、その他の組織と比べてはるかに高くなっています。たとえば、以下の状
況が見られます。

• 戦略的組織の 89%は、ビジネスクリティカルなアプリケーションの大部分（ま
たは全部）に SSO経由でアクセスできるようにしています。一方、基礎レ
ベルの組織のうち、同様に回答した割合は 20%にとどまります。SSOは、
ユーザーが単一セットの認証情報でアプリケーションにアクセスできるように
して、利便性と生産性を高めると同時に、不満の原因になる非効率的なパ
スワードリセットプロセスを最小限に抑えます。

• 戦略的企業の 92%は、ビジネスクリティカルなアプリケーションの全部（ま
たは大部分）を保護するために、MFAを導入しています。基礎レベルの組
織のうち、同様に対応している割合はわずか 34%です。さらに、戦略的組
織の 10社中 9社以上が、認証ソリューションにパスワードレス機能または
アダプティブ機能が含まれていると報告しています（基礎レベルの組織の場
合は、約半数）。MFAは、複数の認証要素（パスワードと生体認証要素ま
たはワンタイムコードなど）でユーザーを認証することで、不正アクセスの
リスクを大幅に低減します。対象範囲を広げ、リスクレベルに応じてMFA
要件を適応させることができるため、戦略的企業はセキュリティ面で大きな
優位性を得られます。

• 戦略的組織は、その他の組織と比べて、IGA（77%、基礎レベルの組織で
は 13%）とPAMソリューション（61%、基礎レベルの組織では 10%）を採
用する傾向がはるかに高くなっています。IGAとPAMはそれぞれ、ユーザー
のアクセス権とアクセス許可の監視、特権ユーザーのアクセス制限と監視を
提供することで、組織を内部脅威と外部脅威の両方から保護すると同時に、
規制コンプライアンスを支援します。

戦略的組織は、アイデンティティソリューションを
より広範に、より深く導入している 

SSO経由でアクセス可能なビジネスクリティカルなアプリケーションの割合。

MFAにより保護されるビジネスクリティカルなアプリケーションの割合。

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織
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戦略的組織は、統合の容易さとワークフローの自動化を重視し、効率性を
高め、人為的ミスのリスクを低減するアイデンティティのアプローチを採用す
る傾向があります。

• 戦略的組織の91%は、多様なディレクトリサービスを完全に連携させてい
ます（基礎レベルの組織では20%）。アイデンティティのリポジトリをこのよ
うに相互接続することで、異種のシステムやプラットフォームにわたってシ
ームレスかつ安全な認証と認可が可能になります。

• 戦略的組織は、さまざまなビジネスアプリケーションに対する事前構築済
みコネクタを含み、迅速で簡単な統合を実現するアイデンティティソリュー
ションに投資する傾向があります。たとえば、94%が主要IAMソリューショ
ンで、コラボレーションツールへのコネクタをベンダーから提供されてい
ると回答し、93%がCRMソリューションへのコネクタがあると回答してい
ます。また、また、財務（88％）や人事（92％）のバックオフィスアプリについ
ても、同様の割合でこうしたコネクタがあると報告しています。

• 戦略的組織では、レポートの作成（66%、基礎レベルの組織では25%）、ア
イデンティティ関連インシデントへの対応（61%、基礎レベルの組織では
14%）、アイデンティティ関連アラートのトリアージ（68%、基礎レベルの組
織では20%）のような一般的なアイデンティティ関連タスクの自動化率が
はるかに高くなっています。このように自動化を推進することで、戦略的企
業は成長する環境に対処し、環境（オンプレミスかクラウドか）やユーザー
の場所（オフィスかリモートか）に関係なく一貫性を維持できます。

戦略的組織は、エコシステムの統合と 
インテリジェントな自動化に重点を置いている

社内のアイデンティティ関連の各ワークフローが高度に自動化されていると答えた回答者の割合。

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織



ワークフォースアイデンティティへの 
成熟したアプローチがもたらす直接的影響 
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調査では、自社のアイデンティティソリューションがさまざまな業
務にどのような影響を及ぼしているかを回答者に尋ねました。回
答の選択肢は、自社のアイデンティティソリューションが、俊敏性、
コンプライアンスの取り組み、コラボレーション、エンドユーザー
エクスペリエンス、リモートワークなどを促進しているか、影響を
与えていないか、または妨げているかです。

この質問に対する回答に成熟度モデルを適用すると、すべての
組織がアイデンティティソリューションによるビジネスへの効果を
同じレベルで得ているわけではないことが明らかになります。戦
略的組織では、基礎レベルの組織に比べて、自社のソリューショ
ンがビジネスを大きく促進していると回答する割合が非常に高く
なっています。

戦略的組織は、アイデンティティソリュー
ションがビジネスを促進すると考える

アイデンティティソリューションが自社のビジネスの各領域を大きく促進していると考える回答者の割合。 

基礎レベルの組織

先進的組織

拡張中の組織

戦略的組織

3.9倍
自社のソリューションが俊敏性を強力に促進していると回
答した戦略的組織の割合
（59%、基礎レベルの組織では 15%）

4.2倍
自社のソリューションがコラボレーションを強力に促進して
いると回答した戦略的組織の割合
（59%、基礎レベルの組織では 14%）

3.6倍
自社のソリューションが生産性を強力に促進していると回答
した戦略的組織の割合 
(57%、基礎レベルの組織では 16%）
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ビジネスの促進で戦略的組織が優位性を達成している状況が、デー
タから明らかになりました。調査ではさらに、アイデンティティへの
アプローチとサイバーセキュリティオペレーションとの関係について、
回答者に尋ねました。回答の選択肢は、自社のアイデンティティ戦
略が、インシデント対応、脅威の検知と緩和などのタスク、さらには
ゼロトラスト戦略の採用を支援しているか、影響を与えていないか、
または妨げているかです。

ビジネスの促進と同様に、ここでも戦略的組織の優位性は明らかで
す。戦略的組織では、基礎レベルの組織に比べて、自社のソリュー
ションがセキュリティチームを大きく支援していると回答する割合が非
常に高くなっています。

戦略的組織は、アイデンティティへのアプ
ローチがセキュリティを強化すると考える 

アイデンティティソリューションがセキュリティオペレーションの各領域で大きく役立っていると考える回答者の割合。

3.4倍
アイデンティティに対する自社のアプローチがゼロトラスト
への移行に大きく役立っていると回答した戦略的組織の割合
（61%、基礎レベルの組織では 18%）

3.4倍
アイデンティティに対する自社のアプローチがインシデン
ト対応に大きく役立っていると回答した戦略的組織の割合
（65%、基礎レベルの組織では 19%）

3.2倍
アイデンティティに対する自社のアプローチが脅威の緩和に
大きく役立っていると回答した戦略的組織の割合
（60%、基礎レベルの組織では 19%）

基礎レベルの組織

先進的組織

拡張中の組織

戦略的組織
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過去 24か月間に投資したアイデンティティソリューションによっ
て、どの程度の効率化を実現したかを回答者に尋ねました。
具体的には、セキュリティの効率化、ITオペレーション、エン
ドユーザーの生産性といった領域での改善について評価しても
らいました。 

全体としては、ほとんどの組織が実質的なメリットがあると報
告しています。90%が、投資によって 3 FTE（フルタイム従業
員 3人分）以上を削減できたと見積もっています。しかし、こ
こでも戦略的組織が最も大きな成果を上げており、多くが最近
のアイデンティティ関連投資によって 11 FTE以上を削減できたと
報告しています。

戦略的組織はオペレーションを大幅に
効率化している

過去 24か月間に行われたアイデンティティ関連の投資によって、
どの程度の FTE（フルタイム当量：フルタイム従業員数で換算した仕事量）を削減できましたか？

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織
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最後に、過去数年間に投資したアイデンティティ関連ソリューショ
ンの ROIの評価を回答者に求めました。全回答者の 86%が、
アイデンティティソリューションについてプラスの投資回収率を実
現していると回答しています。しかし、これまでに紹介したデー
タを踏まえると、ROIが「非常に高い」と報告する割合が戦略
的組織で大幅に高くなっているのも当然であると言えます。実際
に、基礎レベルの組織と比べて、アイデンティティ投資の ROIが
非常に高いと回答した戦略的組織の割合は 6.1倍に上ります。

戦略的組織は、アイデンティティ 
ソリューションの ROIが顕著に高い 

最近のアイデンティティ関連ソリューションの ROIをどのように評価しますか？

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織

6.1倍
基礎レベルの組織と比べて、アイデ
ンティティ投資の ROIが非常に高い
戦略的組織の割合は 6.1倍に上る。



ワークフォースアイデンティティの 
成熟度のリーダーが実現しているその他の成果
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前のセクションで述べたように、戦略的組織はその他の
成熟度の低い組織と比べて、アイデンティティソリューシ
ョンが直接的に価値を創出していると評価する割合が
高くなっています。本調査では、業務のさまざまな側面に
ついてさらに尋ねました。これらの質問への回答に見ら
れる相関関係は、アイデンティティに対するより成熟した
アプローチに合致する機能を優先的に導入すべきであ
ることを裏付けるものとなっています。

エンドユーザーからのアイデンティティ関連の要求/問題
の対応数について回答者に尋ねました。戦略的組織の
間では、要求数に起因する問題は起こっていないとの回
答が多く見られました。エンドユーザーからの要求への
対応は、重要な能力です。機敏なアイデンティティチーム
は、エンドユーザーからの要求に迅速に対応するので、
ユーザーの満足度と生産性が高まります。

戦略的組織では、 
アイデンティティ管理チームが 
より効果的に要求に対応できる 

アイデンティティ関連の要求 /問題の数に起因する問題が管理側で発生する頻度。

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織
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このデータは、ワークフォースアイデンティティの成熟度に比例して、セキュリティアラートへの対応能力が高くなることも明らかに示しています。自社のセキュリティコントロールによるア
イデンティティ関連アラートとして、担当者がトリアージして調査できる数について回答者に尋ねました。戦略的組織では、自社の環境で発生したアラートの 75%以上をトリアージして対
応していると回答する割合がより高くなっています（73%、基礎レベルの組織では 45%）。逆に言えば、基礎レベルの組織では、アラート疲れと誤検知の多さによって、アラートの大半を
調査しない割合が高くなっています（30%、戦略的組織では 6%）。

戦略的組織は、セキュリティアラートにより簡単に対応できる

アイデンティティ関連で発生するセキュリティアラートのうち、実際にトリアージして対応している割合。

基礎レベルの組織 先進的組織拡張中の組織 戦略的組織
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最後の質問として、機密データに影響を及ぼすワークフォースアイデ
ンティティ関連の重大インシデント /攻撃に気づいた状況を仮定し、リ
スクを軽減するための人材、スキル、プロセス、テクノロジーが自社
にあると感じるかどうかを回答者に尋ねました。

戦略的組織は、自社の能力に対して相対的に大きな自信を持ってお
り、69%が許容できる期間内で効果的にリスクを軽減できると考えて
います（基礎レベルの組織の 3.1倍）。

戦略的組織は、 
アイデンティティ関連リスクへの対応の 
俊敏性がより高い

貴社では、アイデンティティ関連の重大インシデントを俊敏に緩和できますか？

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織



成熟度の高い組織に学ぶ
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ITテクノロジー予算に占めるアイデンティティソリューションの割合。

成熟度モデルで提唱される具体的な行動やベストプラクティス以外でも、成熟度の高い戦略的組織とそれ以外の組織の
間に重要な違いがいくつかのあることが、本調査で明らかになりました。

本調査では、年間 ITテクノロジー予算（従業員の給与を除く）のうち、アイデンティティソリューションにどの程度割り当
てているかを回答者に尋ねました。戦略的組織では平均して、IT予算に占めるアイデンティティツールの割合が、基礎レ
ベルの組織よりも 47%近く多くなっています（16%、基礎レベルの組織では 10.9%）。

戦略的組織は、 
アイデンティティソリューションに 
より多くの予算を割り当てている

基礎レベルの組織 先進的組織拡張中の組織 戦略的組織
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経営幹部の関与も、その他の組織と比較した戦略的組織の差別
化要因です。IT /セキュリティ部門以外で、アイデンティティ戦略
の策定と実行に積極的に関与している部門責任者について回答者
に尋ねました。

データにはいくつかの違いが見られますが、最も注目すべき点は、
戦略的組織では CEOの 49%が関与しているのに対して、基礎レ
ベルの組織では CEOが関与する割合が 38%にとどまっているこ
とです。実際に、戦略的組織では、6部門中 5部門で責任者が
関与していると回答する割合が、基礎レベルの組織よりも高くなっ
ています。

予算を確保し、ポリシーやベストプラクティスを全社的に確実に
浸透させるには、経営幹部が高いレベルで関与することが有効
です。

戦略的組織では、
経営幹部の関与度が高い

アイデンティティ戦略に積極的に関与しているのは、どの部門のリーダーですか？

基礎レベルの組織
先進的組織

拡張中の組織
戦略的組織

「 戦略的組織では、 
基礎レベルの組織と比較して、 
6部門中 5部門で 
責任者が関与している割合が高い」
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5% 
3段階高く評価

8% 
1段階低く評価

3% 
2段階低く評価

1% 
3段階低く評価

31% 
1段階高く評価

28% 
成熟度レベルを正確に
自己評価

24% 
2段階高く評価

組織が自社の成熟度を過大評価する傾向を可視化。

本調査には、組織が自社のアイデンティティ能力を過
大評価する傾向があることが示されています。回答者
には、自社のアイデンティティの成熟度を主観的に自
己評価してもらいました（「成熟度が非常に高い」か
ら「成熟度が非常に低い」までの 4段階評価）。こ
の自己評価と、成熟度モデルからのアウトプットを
Enterprise Strategy Groupが比較したところ、成熟度
モデルよりも高く自己評価している組織が 60%に上る
ことが明らかになりました。

こうしたバイアスがあるため、歪んだ意思決定や欠陥
のある戦略を客観的な評価によって緩和することの重
要性を理解できます。

組織の評価では客観性が重要となる

「この自己評価と、成熟度モデルからのアウトプットを 
Enterprise Strategy Groupが比較したところ、成熟度モデルよりも高く
自己評価している組織が 60%に上ることが明らかになった」

60+405+24+31+28+8+3+1
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詳しく見る

Oktaの活用方法
Okta Workforce Identity Cloudは、利便性と安全性の高いアクセスを提供
して、ワークフォースがコスト削減や顧客サービス向上などの戦略的優先
事項に集中できるようにします。

https://www.okta.com/jp/workforce-identity/
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調査方法と回答者内訳

Enterprise Strategy Groupは、本レポートの
データを収集するため、組織のアイデンティ
ティ関連のテクノロジー投資（IAM、MFA、
SSOなど）に責任 /影響力を持つ IT /セキュ
リティ部門の担当者 /意思決定者 600人を
対象に、包括的なオンライン調査を実施しま
した。 

北米（米国、カナダ：回答者の 50%）、西
ヨーロッパ（英国、ドイツ：同 26%）、アジ
ア（オーストラリア、ニュージーランド、シン
ガポール：同 25%）の官民全業種の組織が
対象となりました。調査は、2023年 11月 13
日から11月29日の期間中に実施されました。 

このサンプルサイズの 95%信頼区間では、
誤差が± 4%ポイントとなります。 

備考：本レポートでは、図表の数値を四捨
五入しているため、合計値が 100%にならな
い場合があります。

業種別の回答者数。  
（回答者の割合、n=600）

職種別の回答者数。  
（回答者の割合、n=600）

組織規模 (従業員数 ) 別の回答者数  
（回答者の割合、n=600）

職位別の回答者数。  
（回答者の割合、n=600）
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Enterprise Strategy Groupは、アイデンティティに関連する
組織のプラクティスの成熟度を評価するため、現行のテクノ
ロジーとプロセスに関する 8つの多面的な質問を評価する成
熟度モデルを開発しました。

これらの質問に対する回答に基づき、アプローチの成熟度が
高いと評価された組織はより多くのポイントを獲得し、アプ
ローチの成熟度が低いと評価された組織は獲得ポイントが少
なくなります。成熟度ポイントの範囲は 0～ 100点となりま
す。成熟度ポイントが 81点以上の組織を「戦略的組織」、71
～ 80点の組織を「先進的組織」、61～ 70点の組織を「拡
張中の組織」、60点以下の組織を「基礎レベルの組織」と
定義します。

Enterprise Strategy Groupが成熟度を評価するために使用し
た質問と、各回答に割り当てられた成熟度ポイントを、以下
の図に示します。

成熟度の質問：組織には包括的なアイデンティティ戦略がありますか？（n=600）

成熟度の質問：ビジネスクリティカルなアプリで、どの程度 SSOを導入していますか？（n=600）

成熟度モデルの詳細
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成熟度の質問：ビジネスクリティカルなアプリで、どの程度MFAを導入していますか？（n=600） 

成熟度の質問：社内のディレクトリサービスを連携させていますか？（n=547） 成熟度の質問：主要ビジネスアプリケーションとの統合が容易な IAMソリューションを活用して
いますか？（n=600）

成熟度の質問：アダプティブ機能やパスワードレス機能を認証に組み込んでいますか？（n=598）
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成熟度の質問：手作業やカスタムスクリプトに伴うリスクを軽減するために、アイデンティティ関連タスクを自動化していますか？（n=600）

成熟度の質問：IAMソリューションセットを完備させるために、IGAや PAMソリューションを採用していますか？（n=600）
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